
〈論 説〉

20世 紀前半英国 の クエイカー

実業家 たちの経営理念

lh本 通

一 は じ め に

別稿 においてわた しは,18世 紀 後 半 にお いて は クエイ カ ー派 内で多 くの実業

家が,教 会 業務 に積極 的 に関 わ り,183・ 年 代 に福 音臓 を クエ イ カー派 の正統

説にすることに成功 したが,1g世 紀 後 半 の ヴ ィク ト リア朝 の繁 栄 期 に多 くの ク

エイカ_実 業家 家族 が富豪 にな り,ジ ェ ン トリー化 して ク エイ カー派 を棄教 し

て しま った,と い うこ とを明 らか に し鬼.し カ・しな が ら汐 エイ か 派 に とど

ま った実業家家族 はいぜん として友会(ク エィカー派)の 中 で影 響 力 を行 使 し

た。 今 や かれ らは社 会 ・経済問題 な どにっいてのクエイカー派 としての基本的

な姿勢 を確 、γし,そ の上 で現 実 的 な 諸問 題 につ いて もクエイカー派実業家 と し

ての提 言を世に示 そ うと したのであ った。 か くて我 々の手元 には・ 四冊 の クエ

イカー雇用主会議 の報告書が残 されてい る。 クエイカー雇用宝会議 は第一次 世

界大戦末期 の1918年 に初 め て開 催 され,そ の後10年 ごとに四 回 開 かれ,1948

年 の そ れを最 後 と して その後 は開 かれな くな って しまった。本稿 の目的 は,四

冊 の ク エイ カ ー雇 用 主会 議 の報 告書の検討 を通 して,20世 紀 前半 の クエ イ カー

実 業 家 た ちの経営理念を明 らか にす ることであ る。 クエイカー雇用 主義 の報告

書に現 れたクエイか 派実業家 たちの経営f聡 が・ どの様 な特徴 を持 って いた

の かが以 下の分析 の中心 テーマにな るのは当然で あるが,な ぜ クエ イ カー雇 用

C会 議 が1918年 に始 め られ,1948年 で なぜ終 わ って しま った のか・ とい うこ
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とも電人な問題である。 このような諸問題を理解するために
,我 々はまずその

韻 となる2・ 世繊 粉 経済 ・経営史の躰 的な諸事実について必要な限 り

触れておかねばならない。

(2)19世 紀の末か ら腿 環 諸1・訂の社会 ・繍 のあ り加 汰 きく変化 して く
る・その根本的な原因は川 堺 のL場 」たるイ判 ス以外の欧米諸国で

一礫 化

が進展 したばかりでなく,い わゆる 「第 二次産業革命」の進行の結果,化 学!二

業・磯L業 ・石枷 業 泊 蜘1二 業などの新i業 が成 、Zし
,ま たlg世 紀に各

国の 僕 化を リー ドした鉄鋼業や綿 礫 そ し磯 械蝶 で樋 要な技術鞠 が

おこった事にある。 これ らの新 ・旧の工業における技術 革新の多 くは
,ア メ リ

姶 衆国 とドイツで行われ・ これら・)礫 分野では臥 な牒 が成rYし た
.ま

た・機棚 業 において典型的に歩あ れるように糧 生産 以 テムが成 軸 て
,

諸i}は 過馴 瞳 を回避 し浦 場をコン ト・一ルするために産業独
,lf体を成 、γ

させた。 これらの産業独占体が各国の政府の政策に影響を与えて植民地獲得競

争にみちびいたことが一 堺 臓 の遠因のひとつと考え られる
.他 方,巨 人企

業の成 、γは,生 産や人事の管理,労 働力や商品の取 り引き費用の内部化 とい
っ

た・かつて存在 しなかった繍 問題を差枕 させることにな
った.ま た先進 礫

諸国の1業 化が進展 した結 果,そ れ らの国 々での労働者の轍 業人口に
1』iめる

割合が増加 していった・その結果,こ れ らの国々の諸政党 と政胤 ま19世 紀勅 、

ら労働者大衆のための福祉政策の展開に着 罫した
。

イギ リスにおいては,新 ・旧の工業における最新技術の導入はアメ リカ合衆

国や ドイツに比べて大幅に遅れた.イ ギ リスで化学1二業や電機 」粟 の竸 まし

い発展が見 られるのは・第欽 世界大轍 のことである.イ ギ リスでは産業革

命期に成 、Zした企業の多 くは個人企業やパー トナーシップの形態をとり
,ま た

流通機構 も非常に発達 していたので,19世 紀末 までは株式会社形態の企業は非

常に少なか った。 しか し鉄道会社やガス供給会社を始めとして
,し だいに巨大

企業の数は増加 し・19・20世 紀の転換期,両 大戦間期,1950,60年 代の三次に

わたる牒 綱 醐 を経て汰 蝶 繍 ㈱1が 嚇 し黙 したがってイギリス

で も様 々の経営 ・管理問題が生 じて きたのであ る
。
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また20世 紀 前 半 期 はイ ギ リス経済 の相 対 的停滞期であ った。1870年 頃 にお

いて はイ ギ リスは依然 と して世界一の工業国であ り,そ の.一一業 生 産額 は世 界全

体 の そ れ の 三分 の一一以上 を占めて いた.そ れ にっ つ く7・ イ燗 に イギi)ス の 工

難 醐 は約 三 倍 に な った が,し カ・し1937噸 に は イ判 スのL業/憾 額 が

世界 全体 の それ に対 して 占め る割 合は,約 八 分 の一 に まで低 ドして い た。 この

7。鞘 は大体 三 っ な い し四 つ の時 期1こ分 け られ る・1873鞭 か ら1896願 ま

で は いわ ゆ る 「大 不況.J,ブ ー ア戦 争 か 朔 歌 世界 大戦 直 前 の時期 まで は相

対的安定期,そ して第 一次 世 界大 戦 の戦 時経 済 をへて,両 人戦 間 期 に 至 るわ け

で あ る。 両 大戦間期 においては,イ ギ リスの旧来 の輸 出産 業 た る綿工業や鉄鋼

業 が後発一礫 諸国の挑戦綬1ナ て 不振 を極 め たが・ 他 方で は前述の諸親 二業が

発展 し,ま た金 諜 醗 展 を続 け た.し カaし全 体 と してみ れ ば1920年 代1鄭 況

期で あ り,失 業 率 は常 に1・ パ ー セ ン トを越 え て いた・193・ 轍 は泄 界 恐慌 か

ら戦 時 経済 に移 ってい く時期であ り,失 業 率 は1931,32,33年 と20パ ー セ ン

トを越 え,そ の後 も10パ ーセ ン トを 下 まわ らなか った けれ ども,住 宅 産業 や電

機 ⊥業 な どの発 展 に リー ドされてGNPは 微 増 を続 け・就 業 者 の生 活 ノyは 確
(4)

実 に向上 したといわれ る。

他 の先進資本主義諸国 と同 じくイギ リスで も,19世 紀 の 「夜警 国 家 」 の考 え

方 は否 定 され,2・ 世細ll半}こ は国 醗 済 の動 向 に対 す る政 府 の コン トロールが

強 化 さ れ て い っ健.第 二次 世 界,,,,後}ケ イ ン ズの 考 え 方 が繍 学 の_T"_UILとな

り,イ ギ リスを ふ くむ 先進 資 本 主 義諸国の政府の政策を規定 した(た だ し現在で

は後述の福祉国家 とともに不人気である)こ とは,良 く知 られ て い るが,そ の伏 線

は それ以 前 か ら存 在 して いた。第一次 世界 大戦下 の1916年 に 自由党 ア スキ ス

内 閣 の 下で 設 帖 れ,・ イ ド尋 一 ジの融1欄 の 下に引 き継 が れ た 「再 建

省 」(MinistryofReconstructi。n)は,戦 後 の経 済 再建 の問 題 を考 え,幾 つ か の重

要な施策を行っ健.ま た,r猷 戦間期にはいわゆる 「総霰 政策」が採用され

ていた。第二次世界大戦 の戦時経済 の下で政府の コ ントロールが強化 された こ

とは,い うまで もな い。

「福 祉 国家 」 形 成 も20世 紀 前 半 の先 進 資 本 主義 諸 国 に共通の重 要な動 きであ
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り・ この鰍 で はイギ リス撮 繍 を歩ん でい留
.19醜 末 か らCh.ブ ー ス

や シー ボー ム'ラ ウ ン ト　一が 公表 した 槻 雀莫な社会調査 によ
ってa棚 ∫に大

量 の 貧困 が 存在 す る事 が発見 され,ブ ー ア戦 争 の徴 兵 検 査 で国 民 の体格が劣化

している ことが認識 された こと,労 働 運 動 が激 化 し労働 者 の政 党 が成長 して き

た こと泊 由党の内部 に新ni柱 義 が台頭 して きた こ とな どが
,組 雛 」な社会

福祉 政 策 が展 開 され るよ うにな る背景を成 していた.19・6年 に政 擬 統 一一党 力、

ら奪 い返 した 自由党 の政府 によ って いわゆる りベ ラル ・リフォームが実施 され

ていたが・ これによ って老齢年金制度 最低賃金制度
,疾 病 お よ び失 業 に対 す

る社 会 保 険 制度 な どの施策 が創設 され た。1920年 代 に は これ らの諸 制度 が改

善 ・充 実 された。 そ して第=次 世界大 戦 中 に作 成 され た べ ヴ ァ リ
ッジ.プ ラ ン

を もとに して,戦 後労 働 党 政府 の 手 に よ って 「福祉国家」 イギ リスが成 、tyした

の で あ る。

以 止二述 べ て きた諸事実 は・ 四回 に及ぶ クエイカー雇用主会議 の背景 と して重

要であ り,会 議 の内容 に直接,間 接 に関 係 して い る。

ニ クエイカー雇用主会議 のは じまり

この節で は・1918年 とい う年1こ クエ イカ 耀 用 桧 議 が開 始 され る1こ至
った

要因 を 考察 しよ う。そ の第一 の要 因 は,19世 紀 末以 来 クエ イカ ー教 徒 た ちが,

それ以 前 とは違 った考 え方 に 脳 た上 で,社 会 ・経 済 問 題 に非 常1こ積極 的 に取

り組 み だ した こ とで あ る・第 二の要因 と しては,.時 下 で政 府 樽 の 下で
,労

使 繍 路 線 が推 趣 れ た こ とが あ げ られる.策 二に は,ク エ イ カ耀 用 主会 議

の開催 を雛 し削 一ダ達 の存在であ る
.以 ド}そ れ ぞれ の要 因 につ い て説

明 を加 えて いこう。

卜八 世紀 の クエ イカー派 の 「静寂 主義」 の時 代 に は,ク エ イ カ ー た ち は社

会'経 済 問 題 に は ま った く関心 を示 さなか った.卜 八 世紀 末 か ら1ま,瀦 礒

や ユ ニ テ リアニ ズム の影響 を受 けたクエイカー派実業家 たちが
,奴 隷 貿 易 反 対

運 動 や禁 酒運 動 さ らには監獄改 善運動,な どに活 躍 し始 め た.し か しなが ら,

彼 等 は個 人 と して活 動 して いた だけであ って,キ リス ト友 会 と して の公式 の社
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会 ・経済観 の表明 は,一 度 も行 わ れ なか った ので あ る。社会 ・経済問題に対 し

て友会 が正面 か ら取 り組 む ようにな ったの は,1895年 に開 催 され た マ ンチ ェ ス

ター会 議以 後 の事 であ る。 この会議の開催 は,英 国 ク エ イ カー派 に お け るr1由

主義 神学 の 正統 性 の確 、γの画 期 とな るのであるが,こ の会 議 の中 の幾 っ か の シ
ゆ

ンポ ジ ウムの うちの一 っ は,「 社 会 問 題 に対 す る友 会 の態 度 」 と題 されていた。

自由主義神学 の最大 の指導 者 といわれ るJ.ウ ィ ルヘ ル ム ・ラ ウ ン トリー(1868

-1905)も ま た,社 会 奉仕 の慈 善活 動 を越 え て,社 会 問題 を包括 的 に研究 す る よ

うクエイカー派 を導 いた。i九 世紀 の クエ イ カー派 の 主な指 導者たちの政治 ・

社会思想 は自由主義思想 であ ったが,卜 九 世』紀 末以 後aク エ イ カー派 の指導 者

た ちの 多 くが新 自由屯義か ら影響 を受 け,一 部 に は社 会 主 義 の影 響 を受 け る も
Cy)

の も現 れ た 。

ブ ー ア 戦 争(1899-一 一一1902)か ら第 一 次 世 界 大 戦 ま で の 間 に,ク エ イ カ ー派 の 社

会 ・経 済 問 題 へ の 取 り組 み は本 格 的 に な って い っ た。 ブ ー ア戦 争 時 に・ バ ー ミ

ンガ ム の チ ョ コ レー ト企 業家 ジ ョー ジ ・キ ャ ドベ リー や ヨー ク の チ ョコ レー ト

企 業 家 ジ ョ ウ ゼ フ ・ラ ウ ン ト リー が そ れ ぞ れ 新 聞 社 を 買 収 し,新 聞 を 通 して 戦
く　の

争反対 のキ ャンペー ンを行 ったの は,有 名 で あ る。また,1903年 に は,「社 会 諸

問題 の研 究 を奨 励 し,宗 教 信 仰 の社会 的 ・市民 的生活 への適用 を勧め る」 とい

う目的で 「フ レンズ社会同盟」が結成 され,会 長 にB・ シー ボー ム ・ラ ウ ン ト

リー,出 納 長 にG・ キ ャ ドベ リーjr.が 就 任 した。 さ らに1912年 に は・ ロ ン ド

ン年 会 の勧 告 に もとず いて フ レンズ社会同盟協議会が開催 され,社 会 問題 にっ
(1])

いての クエイカー派 の取 り組 みか たが協議 された。第一次 世界大戦が はじまる

と,千 名以 上 の若 い ク エイ カ ーた ちが1反 戦 を1嘱えて 兵役 を拒 否 して・ うち数

百名が獄に投 じられ'絃 また開輔 後1こクエイカー派の四つの委員会の後援で

開催 された ランデイ ドウノウ会議 にはs約270名 の友会 徒 が 出席 して,戦 争 と

社 会 問題 がeAさ(13)f`.反 戦 と社 会 改革 の ため の翻 の この よ うな下か らの高

まりを受 けて,1915年 の ロ ン ドン年 会 は受 難 対 策 集会 の下 に 「戦争 と社会秩序

に関す る委 員会」(C.w.S.0.)を 設 置す る事 を決定 し,J・ エ ドワー ド ・ホ ジ

キ ンを そ の 委 員 長 に任 命 した。 この委員会 は三年 間 の周到 な準備 の後 に,社
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会 ・経済問題 を考える ヒでの クエイカー派 とi、て の 基 本的 な立場 を 「真 の社会

秩序 の八っ の基礎」と して纒 めた。1918年5月 末 に開 催 され た ロ ン ドン年 会 に

お いて,こ れ はキ リス ト友 会の 「証 し」 と して採択 さ総 この 「証Uの 基

本にあるのは,社 会的不iEと 戦争が同 じ原因か ら生 じているという認識であ
(15)

る。 カ トリックの公教要理やプ ロテス タン トの教理 問答 書に相 当す る,ク エ イ

カ ー派 に と って の座 右 の 書 は,偉 人 な先輩 た ちの証 しの うちで,現 代 に も適 用

しうる ものを纒 め た 『キ リス ト者の信仰 と実践』 とい う本で ある。後 に検討す

るよ うに,「 真 の社 会秩 序 の八 っ の基礎 」は第二次世界大戦後の時期 に何度か批

判に さらされたに もかかわ らず,現 行 の 『キ リス ト者 の信仰 と実 践』 に も収録

されて いる。 この 「証 し」 の採択 は第…回 クエイカー雇用t"会 議 の約 一 ケ月後

に行 わ れ たの で あ り,こ の雇用 セ会 議 の報 告 井の編 者 はC .W.S.0.の 委 員

長J・ エ ドワー ド ・ホ ジキ ンで あ った ことか ら,「 八 っ の基礎 」の 考 え方 が 第一一

回 クエ イカー雇用 一1_会議 を っ よ く規 定 して い る こ とが容 易に推察 され るだ ろ

う.や 帳 くなるが,以 ドにその較 習 ミ出 し甥 。

「真の社会秩序の八っの鍼礎」

1イ エ ス ・キ リス トに よ って明 らかにされ たよ うに,神 が 我 々 の父 で あ る

とい うこ とは,当 然 我 々を,人 種 や性 別 や社 会層 の制 限 の な い,兄 弟 愛 に導

くの で あ る。

2こ の 兄弟 愛 は,す べ て の物質 的 な 目的 を越 え て,神 と人 間 に本 当 に かか わ

る人格 の成長 を導 くよ うな社会秩序 の中で,表 現 され るべ きで あ る。

3肉 体 的,道 徳 的 な らび に精 神 的 な完 全 な発展 の機会 が,社 会 のす べ て の成

員 に男 に も女 に もr供 に も,与 え られ る事 が保証 されね ば な らない。 人間の

全人格 の発展 は,不 公 平 な諸 条 件 に よ って妨 げ られて はな らず,ま た,経 済

的 な 敵 い負 担 に よ って潰 されて しま うべ きで もない。

4我 々 は,物 質 的 な 事柄 と因習 か ら解放 され る生 き方を追求すべ きであ る。

我 々は,人 と人 の あ いだ に いか な る障 壁 を も設 けないよ うな生 き方,過 度 な

要求 を満 たす た め にだ れ か に過重 な重荷を負 わせた りす ることが決 してない
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よ うな生 き方,を 追 及 す べ きで あ る。

5正 義 と親 愛 と信 頼 の精 神 的 な 力 は,そ れ が あ らゆ る人 々 の心 の 中 の最良

の ものに訴 え るか らこそ,力 強 い。 また,そ れ を労 使 関 係 に適 用 す るな らば,

偉大 な事 業 が達 成 で きるので あ る。

6外 か らの 支配 を行 使 した り,武 力 に訴 え る とい う方 法 を,我 々 は,国 際 間

の事柄 につ いて だ けで な く,労 務 管理 の全 部 の問 題 につ いて も拒否す る。対

`r
.を通 して で は な く,協 力 と善意 を通 して こそ,お 互 い に と って も・ 全体 に

と って も,最 良 の結 果 が得 られ るので あ る。

7お 互 いの奉 仕 は,そ の 上 に生 活 が組 み 、γて られ る原則なので ある。私的 な

利益で はな く,奉 仕 こそが,す べ て の仕 事の動 機 で あ るべ きで ある。

8土 地 とか 資 本 とか の物 質 的 事物 の所有権 は,人 間 の必 要 と発 展 に最 も良

く貢 献す るよ う,規 制 され るべ きで あ る。

クエ イ カ ー雇用 主会議 が開始 されるに至 った第 二の,副 次 的要 因 は}第 一 次

世界 大戦 の非常 体 制 の 下で実現 した労使協調路線を戦後 において も維持す るた

めの提案(通 称 ウイッ トリー報告)が,1917年 に労 働 大 臣 の命 令 に よ って,全 国 の

労 働 組 合 と,雇 用主 の諸 団 体 に回 覧 され た ことであ る。 前述 のよ うに,第 一 次

世界 大戦 中 に政 府 は戦後 復 興の在 り方を考える 「再建省」を設 立 したが,そ の

一ド
で 発足 した 「労 使 関 係 にっ いての委 員会 」がふっ うウイッ トリー委員会 と呼

ばれ,そ の第 一次 報 告 が,ふ つ う 「ウイ ッ トリー一報 告」 と呼 ばれている。第一

次 世界大戦の長期化 によって深刻 な労働 力不足の問題が生 じ,ま た,労 働 組 合

の力 が増 大 した こ とを も考慮 して,「 ウイ ッ トリー報告 」は雇用 主側に大 きな譲

歩を要求 し,雇 用 老と労 働 者双 方 の代 表 が労 使間の諸問題 を話 し合 うための評
(17)

議 会を,各1場,各 地 方 お よ び全国 の 一三っ の レヴェルで創設す る事 を,奨 励 した。

以 前 か ら労 使 協調 路 線 を追及 し,企 業 内福 祉 政 策 を実 施 して いた クエイカー雇

用 主たちは,こ の 「ウ イ ッ トリー報告 」 に極 めて敏感 に反応 したのであ った・

ところで,「 ウイ ・ソトリー報 告 」の趣 旨をt分 理解 す るた め に は,当 時 の労 務

管 理 の在 り方 を理 解 してお く必要 があ る。 ロバー ト・フ ィッツジェラル ドによ
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れば,1g世 紀末か ら第二次 世界大戦までの時期にイギ リスの雇用主たちが利用

し得た労務管理の在 り方は,労 働組合との団体交渉,「科学的管理法」および企

業内観 政策の三つであ艦r引 体交渉は,19世 紀末膿 不熟鯖 働者を含む

労働組合たる 「新組合」が発展 し,組 合の労働者組織率が増加するとともに,
(19)

ひろが って いった。雇用 主たちは,組 合 を通 して労働 の ペ ー ス,価 格,組 織 を

間接 的 に 支配 す る ため に,団 体 交 渉 に応 じた。 っ ぎの 「科学 的管理法」 にっい

ては,テ イ ラーt義 が イギ リスで は ほ とん ど受 け入れ られ なか った ことが
,良

く知 られ て い る。 イギ リスにお いては,「 科 学 的 管理 法 」はfテ イ ラー 主義 と は

関係 な く,む しろ,出 来 高賃 金 制 によ る高 い生 産性 の確保 と,企 業 内福 祉政 策

を通 しての労 働 意欲 の増進 とを統合 した ような ものを意味す る もの として,理
く　 ラ

解 されるようになった。第三の企業内福祉政策は,1g世 紀 イギ リスの個人企業

や家族企業の雇用宅たちによって,綿 紡績業を始めとして,多 くの業種の多 く

の企業で広 く実施 されていた。企業内福祉政策がクエイカー派をふ くむ非国教

徒雇胤 に鮪 の労務政策だった,と いう俗説 は誤 りで誌2碁.雇 用主たちは,

疾病,怪 我,老 齢,失 業 な どに対 す る労 働 者 た ちの不安 を取 り除 くことによ っ

て,か れ ら(特 に熟練労働者)の 忠 誠心 を勝 ち得,あ るい は また,娯 楽 ・教 育 施

設 を提 供 す る ことに よ って労働者の質 を高め るために,福 祉 政 策 を採 用 した。

しか しこの福祉政策 は制度化 されてお らずfあ くまで も雇 用t" .たちの恩恵 の帰

結 な の で あ り・ 不況期 においては放棄 された。雇用 主たちが企業内福祉政策 を

取 り入れた もう一つの狙 いは,労 働 者 た ち を全 国 型労 働 組 合 か ら引 き離 す こと

であ った。雇用Tセた ち は企 業 内福 祉政 策 を展 開 す ることによって,「 工場 文化 」

を形成 し,労 働 者 た ちの精 神 を も支配 しよ うとしたのであ った。1g世 紀 イ ギ リ

ス の小 規 模 な個 人 企 業 に 典型 的 に見 られ る この よ うな労務 管理 の在 り方 は
,

「パ タサ 収 ム」 と呼 ばれ る もので話2客。

ところが19世 紀末以後,鉄 道業やガス供給業をは じめとして様々の業種で

成 壷してきた大規模企業においては,「パターナ リズム」の実施 は物理的に不可

能であった。 ここでは労務管理のために,一 方では労働組合との団体交渉が利

用されて,賃 金や労働時間が労使双方の妥協によって決定されるとともに,他
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方では中核的熟練労働者の確保のたあの福利厚生が,充 実されていった。 「パ

ターナリズム」の下での福利厚生 とは異な り,こ こでは福利厚生 は制度化され

て労 鯖 の権利 として轍 することにな禦.従 って,当 時最 も進んだ労務

管理 は大企業 において実施 されていたと言えよ う。 しか し,前 述 の 「ウイ ッ ト

リー報告 」 が提 唱 した三つの レヴェルの評議 会の方式 は,労 使 間 団体 交 渉 の基

礎 の上 で労 働者 の耀 の労働参加 を罰 るものであ り・ これよ りもさらに鞠

的な ものであ ったと評価で きる。 クエ イカー雇用主会議 の リー ダーたちは,こ

の評 議 会 方式 を積 極 的 に取 り入 れて いこうとしたので あるが,し か し,の ち の

両 大 戦 間期 の長 期 的経 済 不況 の下で,イ ギ リスの雇用7"た ち は,全 般 的 に は こ

の評 議 会 方式 を否 定 してい ったので あ った。

クエイカー雇用 主会議 が開始 され るに至 った第三 の要因 は,雇 用 主会 議 を推

進 した一 群 の リー ダーたち の存在 であ る。 デイ ヴ ィッ ド・ジェ レ ミーによれ

ば,ク エイ カ ー雇 用 ヤ 会議 の開催 を呼 びかけた人物 は,グ ラ ス トンベ リの 羊皮

敷 物製 造 企 業,ク ラー ク ・サ ン ・ア ン ド ・モア ラ ンド有限会社 の取締役,J・ コ

ゥ ル ビ_モ ア ラ ン ドで あ っ 勝,そ の1まか に も 前 述 のJ・ エ ドワ ー ド ・ポ

ジ キ ン(彼 は保険 会社 の取締 役 で あ った),第 一 回 と第 二回 の ク エ イ カ ー雇 用 セ会

議 の 議 長 を 務 め た庶 民 員 議 員 ア ー ノ ル ド ・S・ ラ ウ ン ト リー(彼 はJ・ ウィ ルヘ

ル ムお よ びB・ シー ボー ムの従 兄弟 で あ り,ラ ウ ン トリー ・チ ョコ レー ト企 業 の取 締役

で もあ った),前 述 のG・ キ ャ ドベ リーjr.,B・ シ ー ボ ー ム ・ラ ウ ン ト リー そ し

て は じ め シ ー ボ ー ム ・ラ ウ ン ト リ ー の 助 手 を 務 め,の ち1952年 に ラ ウ ン ト

リー ・チ ョ コ レー ト企 業 の 会 長 に就 任 す る こ と に な る ウ ィ リア ム ・ウ オ リス な

ど は,雇 用 セ会 議 に お い て た び た び 発 言 し,ま た 重 要 議 題 に つ い て 決 定 的 な 発

言 を行 な っ た とい う意 味 で,指 導 的 な 存 在 で あ った 。

しか し彼 等 は,'#'一に ク エ イ カ ー派 の 中 で 指 導 的 な 存 在 で あ っ た だ け で は な

く,イ ギ リス実 業 界 の 中 で も大 き な 影 響 力 を持 っ 人 々 で も あ った 。 そ の 中 で も

傑 出 して い た の はB・ シ ー ボ ー ム ・ラ ウ ン ト リー で あ る・ 彼 の 名 は わ が 国 で

は,ヨ ー ク 市 の 貧 民 の 実 態 調 査 を行 っ て,「 貧 困 線 」の 概 念 を 掘 り下 げ る と と も

に,同 市 に お い て 全 市 民 の30%が 貧 困 層 に属 す る と い う事 実 を 発 表 して,社 会
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福祉 ・社会騨 研究の羅 を築いた人物として有名であ灘 この社会学者と

しての活躍 は,彼 の 多方 面 にわ た る諸 活 動 の一 面にす ぎない
。彼 は企業内福祉

政策 の推 進者 と して有名 なチ ョコ レー ト企 業家 ジ ョウゼ フ ・ラウ ン トリー

(1836--1925)の 次 男 と して生 まれ て,有 能 な実 業 家 と して そ の手腕 を発揮 した。

彼 は,1897年 に労 務 担 当取 締 役 に就 任 して以 来 ,1906年 に企業 内 年金 制 度 を導

入 し,1916年 に 工場 評 議会 を 創設 し,1919年 に は週 休 …二日,週44時 間労 働 体

制 を確rし,1921年 に は失 業社 内 保険 を導 入 し,1923年 に は利 益 分 配 制 を導 入

す るな ど して・ 企業内福 祉政策 を常 に最 先進的 に取 り人れ る事 によって生産効

率の撒 を実糺 イ判 スの実業界を リー ドじ裂 .彼 はまた,イ ギ リス糟

学 の創始 者たちの一人で もある。 彼 は,F・W・ テ イ ラーの 『科 学 的管 理 法』

(1911年 刊)に 反 発 してT経 営 管理 ,と くに労 務 管 理論 につ いて の考察 をすすめ,

『産業 平和 へ の道 』,『実業 の お け る人 間 的要 素』な どの著 書を 戸1行し
,ま た イ ギ

IJス最 初 の経 営学 会 で あ る経営 管 理 グルー・プNo
.1(1927年 倉1位)の 会 長 と して

活躍 し・イギ リス糟 学の鞭 を作喫.r経 滞 理の哲 学』(1923年 刊)の 著者

0・ シェル ドンと 『共 同 事業 制 再考 』(1955年 刊)の 著 者W・ ウオ リス とい う 二

人 の影 響 力 あ る経営学者 が,と もに ラウ ン トリー社 の取 締 役 であ った という事

実 も シーボ弘 ・ラウン トリーの影響プヲの大 きさを裏 離 して課
。

もう一っ鞍 な事は・ シーボ弘 ・ラウ ン ト・ト が 噺 舳 犠 」 の有力な

イデオローグたちの うちの一 人であ り,1912年 以 後,デ イ ヴ ィ ・ソド ・ロイ ド=

ジ ョー ジの ア ドヴ ァイザ ーの一 人 と して,n由 党 の各 種 委 員 会 の委 員 と して活

躍 し,住 宅 問題,失 業問題 レジ ャー問題 にっ いて 種々の社会調 査を行 った,
(29}

とい う事実であ る。 彼 は1917年 には,「 再建省 」 の 母体 た る再 建 委 員 会の委員
のの

を務めていたのだか ら,「 ウ イ ッ トリー報 告 」の趣 旨 を熟知 し
,そ の実 現 の ため

に努 力 を惜 しまなか った ことであろ う。

三 クエイカー雇用主会議報告書の分析

(A)全 四 回 の クエ イ カ ー雇 用 主会 議 の概観

報告書 の内容の分析 に入 る前に,四 回 の クエ イカ ー雇 用 主会議 の出席 者 と
,
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討 議 され た テー マ曝 同 な ど,会 議 の し・わ ば緬 的 な部 分 を 明 らかに してお

こう0

まず 出儲 数 で あ るが藻 一回 クエ イか 雇用 桧 議 の報鰭 は・ この点 を

明快 に記 して いる.す な わ ち,招 待 され た の は5・ 名以 上の労鯖 を雇 用 す る ク

エ イ カ耀 用栓 員であ ったが,そ の鱗1ま375名 で あ った・ その うちで・ 会

議 に 出 席 したの は75の 牒 を代 表 す る86名 で あ ったが・ 彼 等 は・ 全 ク エ イ

カ ー企業で雇用 されていた労働 者総数約10万 人 の うち,約44%を 雇 用 して い

讐 っまり,報 舗 の巻末にその氏名力く明記されている出席都 ちは・比較的

大規模 な企業の クエイカ耀 ∫駐 ナこちだ ったわ けであ る・

第 二回以後の雇用 桧 議へ の出 儲1こ つ いて は・ 出儲 数 が 記 され て し'るだ

けで あ るが,お そ ら く招待 の基 幽 よ第一 回 と同 じで あっただ ろう・[第 一 表]は

四回 の クエイ カ 耀 用 一桧 議 酬1儲 を所1諜 種 別 に分 類 した もので あ る・ こ

の表 か ら明 らかなよ うに,臨 者 の緻 以L(1928年 には68%)が 製造 業 に従 事

して いた.金 諜 関 係 の 出賭 が少 な し、こと は,バ ー 列 一銀行 と ・イ ズ銀 行

とい う二っの臥 な銀行が,と もに クエ イ カー家 族 牒 か ら出発 し・ あ るい は

数多 くの クエ イカ嫁 族牒 が合剛 て1館 した ことを思 い出 す な らば・ 意外

であ る.こ れ はお そ ら く・別 稿 にお ㌔、て示唆 したように・1g鴨 後 半 臓 金

融業関係のクエイカー雇用 主たちの多 くがクエイカー派を棄教 し,か っまた,

友会内にとどまった金融糊 係の雇駐 たちも濯 用主会議の趣旨に賛同 しな

かったためであろう。

四回のクエイカー雇用主会議の出席者たちの企業のうちで,20世 紀前半のイ

ギ リス の(雇 用労働 者数 を基 準 と した)1一最 大 講 に 属 す るの は・チ ョ コ レー ト ・

コ コ ア 製 造 の キ ャ ドベ リー社 と澱 粉yイ ン ク,医 薬 品 な ど を 製 造 した 化 学 企 業

リケ ッ ト ・ア ン ド ・コ ル マ ン社 の 一二社 の み で あ り(ラ ウ ン トリー社 は1955年 に55

位にランクされ,は じめて 磁 百社」人りを果たし鮒 その多 く帥 小規模の家

族企業 であ 禦.し か しD・ ジ エ レ ミーに よれ1ざ・r多 くの牒 螺 模 は大 き

くなか った けれ ども,そ れ ぞれ の産 業 に お いて名高 い企業であった」。

次 に,四 回 の クエ イ カー雇用 主会 議 の報告書 の内容構成が,変 化 して くる こ
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[第一表]ク エイカー雇用主会議出席者の所属業種別分類

構こ 蘂F19雪 一肉 冒匪1∫l

l擁 聴 ㌔回691

翻㌶ll
とに臆 を喚起 してお きたい・要す るに藻 制 の雇駐 蟻 の報舗 は臆

に徹 されf第 一二回 の それ もこれ1こ倣 って勧 られ たの に
,第 三鳳 第 四 回1こ

お い て は鰍 がず っ 蝉 純 化 され た・第一回の棚 一桧 議の報舗 の内容木猷

と・ 策 制 のそれは・ まった く同一であ る
.と もに九 つ の セ ッ シ ョンの それ ぞ

れ の報.._C--1の報 告 の蚊 と・ それ につ い ての そ れぞれの質疑応答 の鮨
,蟻

の1公 式 報 舗 」(これは蟻 の決議文に鞘 する)が 収 録 され
fさ ら1こ蟻 出 儲

の酩 と会社名が付されてし竃 ところが第ヨψ 雇腓 蟻 の報告書
におし、

ては・ セ ッシ ョンの数が七つ にな っただ けではな く
,報 告 に つ いて の質 疑 応 答

がすべて鞭 され・ また ド公式儲 書」1ま課 択伺 能にな
つたために,収 録

されなか った・ 第四回の雇用 桧 議 の報告 書にお いては
,… つ の講演 と,そ の

テ}マ に関連 す る わ の 報告 と,[決 議 幻 が収録 されて い るのみ で(39) .こ の

よ うな内容 構 成 のLで の変 化 の原 因 は,報 告 書の編 集者 の熱意 の減 退 よ りは,
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む しろ次 に詳述す るよ うに,時 勢 の変化 と と もに雇 用 主会議 の報告 と討論 の内

容 自体が次第 に乏 しくなって い った,と い う こ とに あ った ので あ る。

(B)第 一・回 ・第二 回 の雇 用 一セ会 議 の報告 書の内容

第一一回 と第 二回の雇用主会議(1918年 と1928年)の 報 告 書 は,内 容 構成 のLで

同一 で あ るだ けで な く,報 告 ・討 論 され た テ ー マ も大部 分重複 していた。 この

二つ の会議 では,お もに労 使 関係 に関 す る諸問 題 が取 り ヒげられ た。それ らは,

労働 者 の経 営 参 加 の 問題 労働 諸 条件の問題 利益分配制 の問題,失 業 問題 の

四つ に纏 め られ る。

1918年 の ロ ン ドン年 会 に お いて採 択 された 「八つの基礎 」において は明示的

でないけれ ども,そ こに示 され た 諸原 則 を押 し進 めれば労働者 の経営参加の問

題が現れて くるの は,当 然 で あ ろ う。 しか も前述 の よ うに,当 時 「ウイ ッ トリー

評議 会」 の実 現 が,労 働 大 臣 に よ って推 奨 され て い たのである。1918年 の雇 用

主会 議 の議 長A・ ラ ウ ン ト リー は 「ウイ ッ トリー報告」を 「産業 の歴史におけ

る画期的11t"」 と賞too)L,第 四 セ ッシ ョンで はJ・B・ シユア ルカa(41)イ ッ ト

リー評 議会4_1の推 進 を奨 励 す る報 告 を行 い,多 くの 発rr=-i者の賛 同 を得 た。10年

後 の第 二回雇 用 主 会議 で は,キ ャ ドベ リー社 の ボー ンヴ ィル 工場 の婦人労働者

アイヴ ィー ・ドルーが,同 工場 内 に導 入 され たL場 評議 会 の機 能 と運 営 につ い

て報善4ご,こ の会議で採択された[公 式幸侵鰭 」においても ⊥場評灘 の推

進が,労 使間の相互理解を進展させ,労 働者に対する福祉を増進 させ,労 働者

の地位を向上させるだけでな く,生 産効率を著 しく向上させることになる・と
(43)

記 されている。

しか しなが らクェイカー雇用主会議 においてさえ も,労 働 者 の経 営 参 加 は,

労務 管 理 の分 野 のみ に限 定 され ていた。1918年 の雇 用 セ会 議 の第 九 セ ッシ ョン

にお いて報告 した公認会計LA・J・ カ ドワー ス は,労 使 共 同事 業(Co-partner-

ship)に つ いて次 の よ うに論 じて し14器.労 使 畑 蝶 と は本来 測 務,醗 ・労

務 といった経営管理業務への労働者の参加を意味す る。 これはクエイカー派が

理想 と考えるものであるが,労 働者が資本を持たず,1分 な見識 もない現状で



58商 経 論 叢 第28巻 第1号
(179)

は,実 現不 可 能 で あ る。 現状 にお いて可能 なのは,(賃 金率,規 律 と職場規則,労

働 者の福祉関連事業 などの)労 務 問題 の み を労 使 双 方 の 代表 者が審議 ・決 定す る

「ウイ ットリー評議会」であ るが,こ れ は将 来 に お いて労 務 以外 の管理業務 を も

担 当する事になる労働者 のための管理教 育の手段 と して も有効で ある
7と カ ド

ワ ー ス は 言 う・ シ ー ボ ー ム ・ラ ウ ン ト リー も これ と臆 見 で 轟A .J.カ ド

ワ ー ス の こ の 意 見 は,そ の ま ま 同 年 の 「公 式 報 告r .」 の 第26項 に収 録 され裂
。

しか し,将 来 にお い て実現 され るべ き理 想 と見倣 された労使共同事業 は
,そ の

後 の雇用t会 議 にお いて も時 期 尚 早 と して 見送 られ,実 現 しな か った。 す なわ

ち1928年 の会議 で は エ ドワー ド ・キ ャ ドベ リー一が 「現状で は
,人 規 模 な産 業 に

お い て労 働 者 に有 効 なコ ン トmル を 与え る方法 を
,私 は思 いっ か な い」 と述

(47)

べ たのみであ った。1938年 の ク エイ カー雇用 一セ会 議 にお いて この問題 に 言及 し

た ウィ リアム ・ウオ レスは 「経営管理 の共有 は能力次第 の問題であ り
,そ れ以

外 の要 因 に は関 係 な い。 従 って兄弟愛 は,人 衆 集会 や挙手 裁 決 に よ る事 業 経営

管理 を,含 まな い。 雇 用 主 の義 務 は,自 分 の事 業を確 か に最 も効 率 的 に運営す

ることであ る・…効耽 そは濯 用 主にとっての第切 義務 であ 巻41)と述 べて
,

労使共同事業を,そ の非効率性のゆえに否定 したのであった
。

次の労働諸条件の問題に就 いては,1918年 のクエイカー雇用主会議において

詳 しく検討され,そ の公式報告 書の中で充実 した議論が展開された
。まず第一

に雇用主は・労働者の 「人間としての権利」を認め,彼 を 「敬意を持ってj重
(49)

に処遇」すべきである。雇用 セは労働者を信用 し,彼 等の考えや欲求を理解す
(5U}

べ きであ る。従 って,「労 働 者 に影響 を与 え るすべ て の事柄 は,労 働 者 と協 議 を

した上で齪 されねばならなし1ヨ).このような考訪 か ら揃 述の 鵬 職

会」の形成が勧 め られ るのであ る。また,「労 働 の 喜 び は,明 確 な 目的 で あ り財

産 で あ る,と 考 え られ るべ きで あ 罰).従 って ,「労 鯖 た ち は,胴 日の長 さ

や労働の強度が原因の過 度の緊張か ら保護され」,「 一っの輔 な仕勲 こ何年

ものあいだ縛 りつけられ」てはならない。また作業場の換気
,温 度,照 明は適

切に維持され,清 潔に保たれねばならない。また労働者たちは,卜 分な住宅施

設 とaリ クリエーションと教育を事受するための ト分な施設を与え られるべ き
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である。そして雇用主の労働者に対する最大の責任は,労 働者にそのような生

活の享受を可能にさせる 「賃金」を支払 い,そ のための 「労働 日」を.7す る
(53)

事である。

「賃金」につ いて は,シ ー ボー ム ・ラウ ン トリーの報 告 の内容が・ほとん どそ

のまま1918年 の 「公式 報 告 書」に収 め られ た。シーボーム ・ラウン トリーによ

れば,「 支払 わ れ るべ き賃 金 の率 を決定 す る際 には,基 礎 的賃 金 と.二次 的報 酬 と

を区別 す べ きで あ る」。男性 の基礎 的賃金 はy「 彼 に結 婚 を 可能 に させ,見 苦 し

くな い家 に住 まわ せ,普 通 の家族 が 肉体 的能 力 を保 っ ために必須 の ものを供給

し,他 方 で,不 測 の事態 や リク リエー シ ョンのための適度 のゆとりを持たせ る

程度 の金額 であ るべ きであ る」。 彼 の算定 によれば,1918年 の物価 水 準 にお い

て,そ の金額は勘 たり44シ リングであほ聡.二 次的報酬 とは 「鰍 な嚇 の

遂行のために必要な何 らかの特別な才能や資格に対 して支払われるべき報酬」
(5ri)

であり,そ の正確な金額 は,現 状では労使間の交渉に任せて良い。 もし仮に,

適切な賃金を支払えない企業があるならば,そ の雇用主は機械化や原価計算の

導入を進め,経 営管理組織を合理化 して,能 率を向上 させて,適 切な賃金の支

払 いを 。∫能 にすべ きで 艦 「賃金」について の シーボーム ・ラウン ド,一 の こ

の よ うな議 論 は,1928年 と1938年 の雇 用 主会 議 で,彼 の弟 子 に当 た る ウィ リ

アム.ウ オ リスに よ って繰 り返 し強調 された。 その際,物 価 水準 の上 昇 に と も
{57)

なって,基 礎 的賃 金 が算 定 され直 され た ことはいうまで もない。

「賃金」を含 めた労働条件一般について,第 二 回 の雇 用 主会 議(1928)の 「公

式 報 告 書」 は,10年 前の 会議 で は 「パ ター ナ リズ ム」(家 父長主義)の 立場 か ら

の議 論 が 中心 的 だ ったのに,今 回 は社 会 的 公正 へ の要 求 の強 さと,諸 問題 の緊
くら　　

急 さがむ しろ浮 き彫 りにされたsと 述 べ て い る。 こ こに は,第 二節 で 述 べ た よ

うな イギ リス労 務管理 の在 り方の変化が,反 映 され て い るの で あ る。 第 ∴回の

雇用 主会議(1928)に お いてH・F・S・ ス トウク ス は1920年 代 にお け る社 会保

障 の た め の諸ｺ1法 の内容 を詳述 し,国 家 に よ る社 会 保 障 の 前進 を評 価す るけれ

ど も}他 方 で は 戦 後 の 不 況 が社 会 問 題 を ヨ リ深刻 に して い る,と も指 摘 す

(59)

o
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第一回 と第 二回の雇用 主会議 の第三の大 きなテーマは
r利 益 分 配 制 の問 題 で

あ った。 この問題 に就 いて1918年 の 会議 で はA・J・ カ ドワ ー スが 報 告 を行
っ

たが,っ つ く討 論 に お い て は,積 極 的 賛成 論 よ りは消 極 的 反 対 論 の ほ うが多

か った。雇用 セと しては(と くに不況期 には)「基 礎 的賃 金 」を労 働 者 に与 え るだ

けで も困難 なの に,利 益 分 配 制 ど ころ で は な い,と い うわ け でC60).し か し

F・H・ フ ォ ック スや,ハ ル の機 械 製 造 業 者W・D・ プ リー ス トマ ン らの す で

に利益擦 制躾 施 している雇駐 たちが・その意義と効用を説いたことも効

果があってy最 終的な 「公式報告書」においては,「余剰利益が存在する場合」

という条件付きで,利 益分配制の実施が奨励 されたのであった
。r余剰利益」と

は 「労働に対 して賃金が支払われ,経 営管理者と取締役たちがそのサーヴィス

の,市 場価格に応 じた報酬を与え られ,資 本が,リ スクを勘案 した上での,適

切な資本供給を確保するに必要な率の利子を受けとり,さ らにまた,会 社の安

全と発展のために必要な,資 金の内部留保が行われた後で
,残 るか もしれない

く　　　

余剰」を意味す る。 大抵 の場合 この 「余剰利益」 は雇用 丁"によ って独 占 され て

い るが,本 来 これ は社 会 の委 託物(trust)と 見倣 され るべ きで あ り
,雇 用 主のみ

な らずz経 営 者,労 働 者 お よび社 会一 般 に,分 配 され るべ きだ,と い うの で あ っ
(fi:3)

た・ 利益分配 制 につ いて の この よ うな考 え方 は,1928年 と1938年 の ク エ イ

Cho)に お いて・w・ ウオ1ノスに よ って槻 され・ よ り明快 に論 じら
れ た。

クエイカ}雇 用 主会 議 の第 四 の大 きな テ ー マは,失 業 問題 で あ った。 第一 次

世界 人戦 下の1918年 の会 議 にお いて もy雇 用 の不 安 定 は労 働 者 の身 体 と心 に

悪影繋 与え,労 働犠 や纏 性の低 ドの原因に総 という講 の下でaさ

ま ざ ま の 議 論 が 戦 わ さ れ た。 例 え ばF・ バ ー チ ャル は ,企 業 は 多 角 化 に よ っ て

不 況 を 乗 り越 え,失 業 者 を 出 さ な い よ う努 力 す べ きだ ,と 主張 した。 ま た シ ー

ボ ー ム ・ラ ウ ン ト リー,G・ キ ャ ドベ リー-jr .,シ ェ フ ィー ノレドの 製 鋼 業 者C・

M・ ドンカ ス タ ー らは,多 企 業 間 ,な い し は業 界 間 の 協 力 の 下で の,失 業 対 策

基金の創設の腰 性を力説撰 。

しか しなが ら失業問題が本 当に深刻 になるの は,1920年 代 と30年 代 にお い
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てであ った。前に も述べたよ うに,1920年 代 は不 況 期 で あ り,失 業率 は常 に10

パ_セ ン トを越 えて いた。1930年 代 の始 め の数 年 間 にお いて は,失 業 率 は20
く　わ

パー一セ ン トを越 え,30年 代 末 まで10パ ーセ ン トを ドまわ らなか った。 こうな

る と,問 題 の解 決 は雇 用 主 た ち の 手 に負 え な くな って しま う。X928年 ク エ イ

カ ー雇 用 主 会議 の 「公式 報告 書」の始 めの部分で は,「 われ われ は,失 業 問 題 に

っ いて熟 考 した結 果,国 家 に よ る新 し く ドラ ステ ィ ックな行動 が必要 である と

い う事を,確 信 す るに至 った。私 的 に管 理 されている産業が独 自で取 り組 むに

は,状 況が余りに深刻になってきたからで謝 とのべ られる.肌 会議の中

の 「労働者 の保 全」 と題す る報告の中で,H・F・S・ ス トウ ク スが雇 用 一セの行

動 の在 り方 を議論す るので はな く,1920年 代 にお け る国 家 に よ る社 会保 障 政策
く　　

の展開 を もっぱ ら検討 しているの は,そ の よ うな理 由 によ る ので あ ろ う。1938

年 の クエ イ カー雇 用 主会 議 の第 一一セ ッシ ョンにおいて最近 のイギ リス経済 の状

況を論 じたH・G・ タナー一は,175万 人 に の ぼ る失 業 者 の 存在 と,そ の結 果 と
(70}

しての貧富 の差 の拡大を指摘 してい る。 しか しなが ら1938年 の 会 議 で は もは

や失 業 問題 に就 いての議論 は行われ ることな く,む しろ問 題 は政 府 の経 済 政 策

の在 り方 に移 って しまったのであ った。

(C)第 三 回 ・第 四回 の雇 用 主会 議 の報 告 書の内容

第三回の雇用主会議(1938)の 議 長H・G・ タナ ー は,過 去10年 間 にイ ギ リ

ス経 済 が 大 き く変化 したと指摘 し,イ ギ リスの 金本 位制 離脱,英 連 邦 の プ ロ ッ
くアの

ク経済の形成,大 企業経済の興隆 と市場独占の形成に菖及 している。そ して彼

は,前 一二回の雇用主会議の議論がY余 りにも狭 く労使関係論 に集中 していた,

と指摘拐.第 三回雇用桧 議(1938)に おける四つの 腰 な報告の うちで、前

二回 の会議 の論 調を引 き継 ぐものがW・ ウオ リスの報 告 のみ で あ り,他 の凱

報 告 が政 府 の経 済 政策 の在 り方を論 じるものにな ったのは,イ ギ リス経 済 の大

変 化 と会 議 主催者 の意識 の変化 の結果なので あろ う。 しか しその三報 告の うち

の二っは互いに対 立 し,他 の一 っ(す なわちS・N・ ブレイシ・ウの報告)は 会 議参

加者 た ちか らの厳 しい批判 に さらされて,否 定 されて しま った。 従 って,そ の
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公 式 報 告 書 は課 決 で きな か っ た の で(73)。

第 三 回 雇 用tこ 会 議(1938)の 対 立 す る二 報 告 の う ち の 一っ は
,チ ョ コ レー ト企

業 家 で あ り・ イ ン グ ラ ン ド銀 行 の 取 締 役 を も務 め た ロ ー レ ン ス ・J・ キ ャ ドべ

くアの

リー(1889-1982)に よ って 与 え られ た。彼 は 「産 業の公的 な管理」と題す る報 告

の中で,徹 底 した 自巾放 任r-一.の 、ア場 に 、γって,経 済 諸 問題 へ の政 府 のi渉 を

批 判 して い る。 彼 に よれ ば まず,植 民 地 お よ び国 内産 の 【業 原 料 および食料
1界、

の価 格 を統 制 す る現 政 府 の政 策 は,消 費 者無 視 の近 視 眼 的政 策 で あ るCJま た,

複 数 の炭鉱 企 業や鉄 道 企 業を現 政府 は強制的に合同 させよ うとして いるけれ ど

も・ これ も消費 者たちを独 占価格 の犠牲に供す る ことになる。 そ してまた企業

規模の拡人 は,必 ず し も生 産 効 率 の 向 上を意 味 しないyと1}7駐7ロ_レ ンス.

キ ャ ドベ リー は続 いT"政 府 の援 助 の 下で す べ て の産 業の労イ吏共同管f唄を実 現

しよ う とい うハ ロ ル ド ・マク ミラ ンの企画を,没 落 す る産 業か ら成 長 産 業 へ の

鰍 移転を階 し詮 業の革新や合理化を不・∫能にす るもv)と して識 判ず7怒,,

また,政 府 によ る金融 市場 管 理 の 強化 は,政 府 自身 が借 り 手な のだ か ら,金 融
(`l71

バラ ンスを崩す 可能性が高 い
,とr-=iう 。 最 後 に政 府 によ る公 共事 業 の推進 は,

失 業 者救 済 の ため に は あ る程 度 有効 であろうか,産 業復 興 の 手段 と して は有 効
くア　ラ

で な い・ ロ ー レ ン ス ・キ ャ トベ リー が 「産 業 の 公 的 な 管 理 】を 嫌 う も う 一っ の

理 由 は・そ れ が 全 体}義 に 道 を 開 く もの と思 わ れ るか らで あ っ た
。彼 に よ れ ば,

1牒 のr抽 こそが斜 本犠1司 家に反対する輔 ㌦ のであった
。

く　 ラ

他方,マ ッキ ン トッシ ュ社 の取 締 役J・H・ ガイは,ロ ー レン ス ・キ ャ ドベ

リー の報 告 の趣 旨とほとん ど真 っ向か ら対 甑す る見解 を示 した。J・H・ ガ イの

報 告 の ポ イ ン トは,現 在 の イ ギ リスの企 業 の 行動 は キ リス ト教 の精 神 と矛盾す

るので,実 業が 公 共の 編祉 に役 、アっ よ う,産 業 組 織 を大胆 に変 革せ ね ば な らな

い,と い う1張 にあ った。 ガ イに よ れ ば7か つ て クエ イカ ーを ふ くむ実 業家 た

ちは…般的 に,個 人 の営 利 追 求 行 動 が 自動 的 に社会全体 の福祉 を生 み出す
,と

信 じて い た。 しか し近 代 産 業 が成長 して くるにつれて,こ の よ うな信 念 の誤 り

が益 々明 らかにな って きた。 雇月柱 た ちは利潤 追求のために,技 術 開発 や 市場

拡 大 の たあ に しの ぎを削 り,労 働 者 の福 祉 や 商 品0)品 質 管 理 も一般 的 に なお ざ
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りに されて いる。今 日とりわ け熱心 に追求 されているのは,資 金 融 資,社 債 ・

株式 投 資,地 代 な どの利 子 取 得 で あ って,こ れ は 人 々に対 す るサ ー ヴ ィスや責

任 とは無縁 の ものであ る。経済界の このような状況 のなかでTク エ イカ リズム

は行 詰 ま って い る,と し18ぢ.そ こで次 に ガ イは,1918年 に発 表 され た 「真 の社

会 秩 序 の八 っの基礎」 の精神 に合致す る経済秩序 を模索す る。 一っ のあ りうべ

き回答 は,社 会 圭義 的理 念 に立 った産 業国 有化である。 だが,雇 用i'た ちが こ

の企 画 に賛 成 しない の は,明 らか で あ る。 そ こで か れ は,段 階 的 に巌 業 組織 の

変 革 を計 る方法 を提案 す る。第一澱 階では,資 本家 に 与え られ て い る法 律 ヒの

特 権 を制限す る。第 一二段階で は,企 業 の経 理 に つ いて の情 報 を 公開す る。第 モ

段階で はTそ れ ぞ れ の産業 の全体 と して の 効率を確保すべ く,雇 用 一仁た ちが 協

力す る。 そ して 第四段階で は,そ れ ぞれ の産 業 部 門 ご とに,そ の部 門全 体 の管

理 ・運 営 を行 う管理機関(90vernrnent:)を 民li的 に選 ぶ,と い うので あ る。ガ イ

は 「私 的 利 益のため行動す る企業 の中心的 目的 は,キ リス ト教 の 中心 的 目的 と

基本 的 に相容れない1と 認 めっ っ も,多 くの産 業 部門 で少 数 の 大 企 業 による寡

占状態が実現 してい る現状 にお いては,四 つ の段 階 を経 て の産 業組 織 の変革 は
く　 ラ

実現 可能 だ,と い う。

第 三回 雇 用 主会議(1938)の 第 一三の報 告 は,ス トック ポー トの機 械 製造 企 業 の

S・N・ ブ レイ シ ョウに よ って行 わ れ,1す べ て の有 効 資源 の利用 の た めの産業

計剛 と題されてし聡 その鮨1ま,資 本 礒 経済を躰 にし娃 で働 な計

画経 済の青与真 を提示す る ことにあ ったが,討 論 の 中で は,そ の実 行 可能 性 や

有 効 性 につ いて参加 者の多 くか ら強い疑問が突 き付 け られ,ブ レイ シ ョウに賛

同 す る者 は ほ とん どいなか った。全体 討論の中では,予 想 され るよ うに,キ ャ

ドベ リー の †張 を 支持 す る人 々とガ イの 主張を 支持す る人々 との間で激 しい論

戦が行われ,そ の決 着 はっ か なか ったの で,っ いに 「公式 報 告 書」 は採択 され
(84)

なか ったのであ る。

第 三回雇 用=t会 議 か ら約 一 年 半後 の1939年9月 に,ナ チ ス ・ ドイ ッ軍 は

ポ ー ラ ン ドに侵攻 し.イ ギ リス と フ ラ ン スはた だ ち に ドイ ツに対 して宣戦布告

して,第 二次 世界 大 戦 が開 始 され た。イギ リスでは1940年 に成rし た チ ャーチ
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ルの挙国一致内閣の下で,政 府による経済統制が強化 されるとともに
,労 資協

くおらラ

調路線が遂行され,ま た戦後の社会保障制度の推進のための 「ベヴァリジ報告」

く　 ラ

は1942年 に発 表 され て い た。 第 二次 世界 大戦後政権 を獲得 した労働党 の ア ト

リー内閣 は,「福 祉 国家 」実現 の た めの一一連 の法律を成 、Zさせ,ま た石炭,ガ ス,

電 力,鉄 道 な どの堪 幹産 業 の国 有 化 を実現 した。 クエイカー派 の第四回雇用}こ

会 議(194)に お いて は,こ の よ うな状 況 を 反映 して,「 中央 政府 に よ る経 済計

画 と経 済統制」 の問題が真 っ1白」か ら取 吐 げ ら読8晃.こ の蟻 で1ま,。 ン ドン

大学 の サ ー ・オ リヴ ァー ・フランクスが 主報告 を行 った後 ,こ れを め ぐって 三

っ の セ ッシ ョンで討論が行 われた上 で,「 決 議 ∫(1が 採 択 され た。

「決 議 文」 で は まず,英 国 の今後 の貿 易 のバ ランスを保 ち,「 完全 雇 用」 を達

成 し,国 内 の限 られ た 一ヒ地 と原 料 資源 を最 も有効に利用す るために,「中 央政 府

による繍 計画と繍 統制」力沐 軟 であることが,鰯 滅 製.し かし他方

ではz行 政の費用の増大,官 僚制 に特有のさまざまの難点などの危険が生まれ
(89)

ることも,指 摘 された。そこで 「中央政府 による経済計画と経済統制」の実施

には,い ろいろな限定が付された。 まず,そ の実施 は最小限に止められるべき

である。中央政府は大まかな経済計画と,そ の執行に必要な統制の方法の大筋

を作成せねばならないが,具 体的な計画作成 と統制の執行 は地方当局に任せる
(gp)

べ きであ る。 また,個 人 の 自由 に対 す る制 約 が最 小 限にiヒめ られ るよ う,留 意

すべ きで あ る。 例 え ば 占い没 落 した産業か ら新 しい発展す る産業へ の労動 力の

移動 を推進 す るためには,政 府 は,強 制 に よ るの で は な く誘導 に よ って,例 え

ば新 産 業へ の優遇 税 制,新 産 業 の労 働 者 へ の 高賃 金 の傭1}三や有 料住 宅 の供 与
,

な どの肱 の採 用 に よ って,そ れ を行 うべ きで あ る,と さ才聡 もう_っ の重

要な強調点は,1中 央政府による経済計画と経済統制」が進められると,労 働組

合に対する不信感か ら労働者たちの労働組合離れが進むので,使 用者側 は労働

者の意見や願望を聞 くよう努力せね1まならない,と 訪 箏に置か濃 。

以 上のように,第 一回と第∴回の雇用 主会議ではもっぱ ら労使関係のキ リス

ト教徒的な処理が問題 となっていたのに対 し,第 三回と第四回の雇用 老会議で

は,そ の問題は背後に追いや られ,変 わって政府の経済政策の在 り方が中心的



0172) 20世 紀前半英国 のクェイカー実 業家 たちの経営理念65

なテーマとなった。第三回の雇用主会議では自由放任政策の是非をめぐって参

加者の意見は二分されたが,イ 判,ス 政府による国民経済の管理体制カレ 定の

成功を収めた時点で開かれた第四回の雇用ギ会議では,「 中央政府による経済

計画と経済統制」の実施は,幾 っかの制限つきで是認 されたのであった。

四 クエイ カー雇 用主会議 の意義 と限界

第一回クエイカー雇用 主会議は,産 業界におけるキ リス ト教徒実業家の行動

規範 を,イ ギ リスの キ リス ト教 界 卿 で初 めて公式 に示 したのであ 『13)それ は

他 宗 教 に 属 す る ビ ジ ネ ス ・リー ダ ー ナこち に と っ て も一 つ の模 範 と な っ た ・ と り

わ け,「 利 益 分 配 制 」や 「労 使 共 同 事 業(Co-partnership)」 そ して 「工 場 評 議 会 」

の糊 の試みが,多 く曜 用主によってそ∫わ蕊 しか し第一回クエイカ耀

用主会議の影響 はキ リスト教界にとどまらず,広 く外部に及んだ。国際的には,

まず第一次世界大戦直後にアメリカ合衆国政府によって任命された委員会の報
ゆらラ

告書 『教会 と産業再建』 には前者の影響が色濃 く見 られ る,と いわ れ る。 また

ヴ ェルサ イユ条 約の 「労働 」に関す る条項 には,シ ー ボ ー ム ・ラウ ン トリーの
く　 　

「基 礎 的 賃 金 」 の概 念 が導 入 さ れ た 。

イ ギ リス国 内 で は,fr/.r7...._,"J-一ク エ イ カ ー 雇 用 セ会 議 は,イ ギ リス経 営 学 の 発 展

の 出 発 点 と な っ た。 シ ー ボ ー ム ・ラ ウ ン ト リー は こ の 会 議 の 経 験 を 踏 ま え て,

1919年 四 月 に ス カ ー バ ラ で 工 場 管 理 者 を 対 象 と した レ ク チ ャ ー ・ス ク ー ル を

開 い た が,翌 年 か らは これ は,オ ッ ク ス フ ォ ー ド大 学 ベ イ リオ ル ・カ レ ッジ の

学 寮 長 マ リ ・・ ン グの 協 力 を え て,ル ソク ス フ ォ ー ド ・コ ン フ ァ レ ン ス と して

,31き 継 力疏9晃.1948年 に イ ギI」 ス繍 研 究 所(BritishIn・titute・fManagement)

に 編 入 さ れ る こ と に な る オ ッ ク ス フ ォ ー ド ・コ ン フ ァ レ ン ス は・L'ア ー ウ

イ ヅ ク に よ れ ば 「イ ギ リス に お け る経 営 管 理 の 発 展 を 促 進 した 最 大 の 諸 要 素 の

う ち の 甥 」 な の で あ った.シ ー ボ ー ム ・ラ ウ ン ト リー は ま た,こ れ と は別 に・

大企業 におけ る経営管理 の諸問題 を,そ の経営 管 理 者 た ち 自身 が お互 いに検討

す るための研究会 として,「 経営 管 理 研究 グル ー プNo.1」 を1927年2月 に発

足 させ,以 後 そ の会 長 を16年 間務 めた。この グル ー プ は,1942年 に は産 業 管理
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研 究 協 会(lndustrialManagementResearchAssocisti・n)に 発 展 じ魂
。 こ の よ う

なわけで・ イギ リス経営学 の創始期 においては
,ク エ イか 教 徒 や ク エ イカ_

礫 に関連のある経営学者が指導的な役割iた したのであ喫
。

しか し,ク エ イ カ ー教 徒 的 な労 務 管理 論 が両大戦間期 に もて はや された の

は,J'チ ャイ ル ドに よれ ば・(大企業経済の鱗 の結果)イ ギ リスにお し、て生成 し

た繍 管 賭 層 にとって・ それが1己扮 た ちのr胎 権 を 帳 す る上 で の倫 理 的正

鼎 を提供 したか らで もあX101).す な わ ち,企 業 に とって の恥 義 的 な 陶 ま,

利 潤追 求 で は な く・ 出鯖 の み な らず,経 営 管f賭 労 働 者 そ して社 会_舳 こ

対 す るサ ー ヴ ィスで あ るべ きであ る,と い う クエ イ カー雇用 主 の ↑脹 が経営管

賭 層の社会 的威信 の根拠 を与 えたのである.ま た,労 働 者 に高賃 金 を傭 正し

福 祉 を 充実 させ るために生産効率 の一ヒ昇を計 らなければな らない というクェイ

カー雇用宅のk張 は,前 に述 べ た と う り,当 時 の 先進 的 大企 業の 行動 に合致 す

るものであ り,経 営 管 理 者た ちの活 躍 を鼓 舞 す るもの とな ったのである
。 この

よ うに クエイか 麟 住 たちの経滞 望念 は,イ ギ リス経 営学 の創始 隙 こお いて

人 きな影響力を持 ったが,J・ チ ャイ ル ドに よれ ば,そ れ は後 にE。 メイ ヨ_に

代 表 され る1人 間関 係 論」 学 派 の経 営 学 が イギ リスで広 く受 け入れ られ るため

のa地 な ら しの役 割 を 果 た した の で あ 禦 。

しか しなが ら9実 業 界 に対 す る クエ イ カ ー雇 用C'た ち の影 響 力 は
,そ の後

す っか 膿 え て しま う・ それ は もちろ夙・,第 ・ヨplと 第F胴 の雇 用 桧 議 で経 営

管 理 の問題 が 背後 に追 いや られ,し か も政 府 の経 済政 策 の在 り方 をめ ぐって は

見解 の分裂 さえ現 れ・ さ らに クエイカー雇用 桧 議 その ものが第四回のそれを

持 って終 わ って しま ったか らであ る。 それではなぜ,第 五回 以 後 の クエ イ カ_

雇 用t会 議 は開 催 され なか った のだ ろ うか。

第 四回 の クエイカー雇用 宅会議 の報告 書は第五 回のそれが10年 後 に開 か れ

る と約 束 して い た けれ ども,第 五 回 の雇 用 仁会 議 の 中 止を伝 える文 書は
,そ の

【阯 の理由を明示 していな⑪じ㌔ したがって
,そ の軒 のf導1由礁 定するのは困

難だが・ 単に雇用1"会 議 の開催 が難 しくな った,と 見た方 が いいだ ろ う。 そ の

第一帰の理 由は・ イ判 纏 業界1こお いて影響 力 を持 っ クエ イカ ー雇用 †の絶 対
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数 が減少 した}と 推 定 され る こ とで あ る。 数次 にわた って企業の合同運動 がお

こった結果,J・ チ ャイル ドが指 摘 した よ うに,イ ギ リスで も巨大 企 業 の 支配体

制 が形成 され,企 業内組 織 の官 僚制 化 が進 行 した。それ は,巨 人 企 業内 で の ク

エ イか 派 のtr -r-Y理念 の糊 姻 難 に したで あ 暑。零.こ の よ う獺 向 は・ 実 は

す で に1948年 にお い て 醐 らかで あ った.す なわ ち・この年 の 雇用 ヤ会 議 への

出席者119名 の うち に はキ ャ ドベ リー社 か らの参加者 が23名 も含 ま れ て い た

のだ が,他 方 で 自分 の姓 を社 名 に冠 した人物(そ の多 くは家族企業の雇耳控 たち)

は僅 か に34名 に まで減 少 して い た ので あ る。

第 五回 クエイカー雇用 主会議 の中ILの も っ と直接 の理 由 は,経 済 ・社 会 問題

に関 す る クエイ カー派 内部で の見解 の動揺で ある。1950年 代 に は 「貞の社 会 秩

序 の八 っ の基礎 」(1918年)に 対 す る内部 か らの批 判 の声 が 大 き くな った。 とく

に第七項 は営利 追求 を罪悪視 し,第 八 項 は共産J¥的 な 一t張の様 に 見 え る の

で,削 除すべきだという意見が訓 さ就o晃.こ のような批判が雇駐 サイ ドか

ら提 出された ことは容易 に想豫 で きる。つ いに1957年 の ・ ン ド凶 こ会 はx.928

年 以来 社 会 問題 に責任 を負 う専門 委員会 と して活 動 して きた 「戦争 と社会問題

の評議会一」(1,S.・.C.を1尭ll=し て,ク エ イカ ー派 と して の 社郊 」な 「証 し」

納 検討するための簸 を招集 したのであ1塊 クエイか 派 としての社会1≠」

な 「証 しJが 再 検 討 され る状 況 の 中で は,雇 用 一主会議 が 中1ヒされ た の も不思 議

で は あ るま い。

ところで,こ の よ うな経 緯 で招 集 され た1958年 の この 「産業 と社会 秩 序 にっ

いて の会議」 において,ど の よ うな 「証 し」 が採 用 され たかを確認す るのは9

鞍 で あ る。11月 に 三 日間 に亘 って 開 催 され た この会議 に は・ 全国 の季会 に

よ って任命 された代表者268名 を含 む465名 が 参加 した。 した が って この会 議

は,ク エ イカー雇 用 者で はな く,ク エ イ カ ー派 信 徒 全体 の社 会 的 な 「証 し」 に

ついての コ ンセ ンサ スを取 り付 ける もの とな ったのである。会議 は六 つのセ ッ

ションか ら構成 され,現 代社 会 に対 す るキ リス ト教 徒 の責任を様 々な角度 か ら

検討す るものとな った。 報告はそれぞれのセ ッシ ョンについで 一つずつ行 われ

(報儲 のうちで雇用_}第.一 こセッシaン のH・s・ ス トウクスのみであ つた)・ それ を
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め ぐる会場か らの賛否 の議論を踏 まえて,各 セ ッシ ョ ンご とに決 議 文 が採 用 さ

れた。 これ らの決議文 は全体 と して統一 され た内容 を構成 しているわけで はな

いが,部 分 的 に は人変 ラデ ィカル な内容 を含んでいた
。 第一・に注 目すべ きは,

溜 「真の社鰍 序の八っ曝 礎」(1918年)の 価値がFX確 認 されたことであ
る。次には,ク エイカーは中産階級の快適な生活を否定 し

,意 識的に質素な生

活を行 うべきだ・ という決議が行われたことが湘 に値す る
.質 素なオ4括に

よって生み出される余剰は,亡 命者や第三 世界の貧 しい入々の救済のための基

金に当てる,と いうので艦 最後唖 要なポイントは涕 一回 クエイカー雇

用 主 会 議 に お い て は推 奨 され な か っ た 労 使 共 同 事 業(C・-partnership)が
,こ こ

で は轍 に推奨 されていることで髭o磐.こ の よ うに,キ リス ト雛 の社 会問 題

に対 す る姿勢 につ いての イ判 スの クエイか 派 の 「証 し」は
,1958年 の時 点

に お いて も・ 依 然 と して極 めて ラデ ィカルであ り
r雇 用 宝会議 で 主張 され た よ

りはず っと徹底 した産業民 ド1'一 の 立場 が表 明 され て い たの で あ った。

この ことは,ク エ イカ ー一雇 用r会 議 が 次第 に沈 滞 し
,っ い に1948年 以 降 開 催

され な くな った の とは対 照的であ る。 巨人な組織 の中の歯車 にな って しまった

経営管理者 たちに とって は,「 真 の社 会 秩序 の八 つ の 基礎 」を実践す るのは
,お

よそ 不 ・∫能 で あ ろ う。 しか し}1958年 の 「産 業 と社 会秩 序 にっ いての 会議」で

徹底 した産業民 ド}義 が推 奨 され た の は,他 方 で これ を実 践 しっっ あ った クエ

イカー雇用}こた ちが,少 数 で はあ るが,存 在 したか らで あ る。 ここで は,そ の

一例 と して
aス コ ッ ト ・ベ イ ダ ー ・コ モ ンウ エ ル ス を 手 短 に 紹 介 し塞匁

。

ス コ ッ ト ・ベ イ ダ ー ・コ モ ン ウ エ ル スの 創 設 者 ア ー ネ ス ト ・ベ イ ダ ー一(1890-

1982)はSス イ ス の レー ゲ ン ドル フで 貧 農 の 子 と して 生 ま れ
y1912年 に イ ギ リ

ス に 移 住 し た。1920年 に ロ ン ドンに 事 務 所 を 構 え
,輸 入 プ ラ ス チ ッ ク製 品 の 販

売 代 理 商 と な り・1932年 に1ま 」場 を 建 設 して,化 学 塗 料 な どの 生 産 を始 め た。

1940年 に は 」二場 を ノ ー ザ ンプ タ ン シ ア の ウ ェ リ ン グ バ ラ に 移 し
,1945年 に は

四 つ の 新 製 品 の 製 造 権 を ア メ リカ の 企 業 か ら買 い取 っ て
,新1場 を 建 設 しfこ。

しか し生 産 の 大 拡 張 の こ の 時 期 の ベ イ ダ ー の ワ ンマ ン経 営 は
,労 働 者 の 反 発 を

買 っ て1948年 の労 働 争 議 を 引 き起 こ した 。 この 争 議 の 処 理 の 過 程 で ベ イ ダ ー
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は,産 業 民† 主義 の旗 手 に変 身す る。 ベイダーの この変身の原因 と しては,ツ

アイ ス社 の創 設 者 エ ル ンス ト ・アベやキ リス ト者 フロン ト協議会 のG・A・ ゴ

イ ダー な どの友 人 の影 響 も指 摘で きるがfし か しも っ と大 きな原 因 は,い ろ い

ろな宗 派 を転 々 と した ベ イ ダーが,ま さに この頃 ク エイ カ ー派 に帰 依 した こと

であろ う。彼 は 「真 の社会秩序 の八っの基礎」 や初期 の クエ イカー雇用t"会 議

の報 告 書 を読 ん で大 きな 感 動 を覚 えたで あろ う。それ は… つの回心体験 に近

か ったに違 いない。 しか も,彼 の企 業 の よ うに急 成 長 す る小 規模 な家族企業の

場合 には,産 業民 主 主義 は最 も理想 的 に実現 しえたのである。

スコッ ト・ベイ ダー ・コモ ンウエル スは1951年 に創 設 され,そ の後1960年

代 始 め と1971年 前 後 の 変革 を経 て改 善 さ れて い った。 かつ ての スコ ッ ト ●ベ

イダー ・ア ン ド・カ ンパ ニーは私会社であ って,会 社 の株 式 は ベ イ ダー一族 に

よ って所有 されていたが,ベ イ ダー一一族 は1951年 に は全 株 式 の90%,1963年

に はそ の1=部 を コモ ンウエ ル スに無償 で譲 渡 した。 この株式 は社員全 員によっ

て共同で所有 されるのであ って,社 員個 々人 が株 主 にな るので は な く,社 員 は

利 子 や配 当 を受 け と らな い。社員 はその職種の違 いに応 じて7段 階 に分 け られ

た給 与 と,年 に一 度 の ボ ウナ スを受 け と った。 また,お も しろい こ とに,社 員

ボ ウ ナ スの総 額 と同 じ金額 が毎年慈善 事業 に寄付 された。 ボ ウナスと慈 善事業

へ の寄付金 は,毎 年 の純 利 益 か ら税 金 と再投 資 分 を引 いた金額 を,二 等 分 した

もので あ る。純 利 益 の うちの再投資,ボ ウナ スお よ び慈 善事 業 へ の寄 付金 の割

合 は,毎 年一 回 開 か れ る社 員総 会 で決 定 された。総会 の前 には社}員 に収 支

決算 書が 配 布 され た。1951年 か ら71年 まで の年 平均 を取 る と,純 利益 の うち

の再投 資 の割 合 は約44%,ボ ウナ スお よ び慈 善事業 へ の寄付 金 の割合 はと もに

約6%で あ った。

ス コ ッ ト ・ベ イ ダー ・コモ ンウエルスはいわば持株会社 であ り,親 会 社 は こ

れ とは法 的 に区別 され た 」業 企業 と しての スコッ ト・ベ イダー ・カ ンパニーで

あ ったが,両 者 の社 員 は同 一一メ ンバ ーで あ る。 スコッ ト ・ベ イ ダー ・カ ンパ

ニー自体 も極 あて民 霊三的に組織 されてお り,そ の取 締 役10名 の うち の2名 は

か な らず労 働者 を代表 して いた。命令系統 と平行 して作 られ た諮問の システム
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も+Tし,管 理 組 織 か ら独'rし た 社 内 の 司法 組 織 も存 在 した 。 ア ー ネ ス ト ・ベ

イ ダ ー 自身 が 言 う よ う に,ス コ ッ ト ・ベ イ ダ ー ・コ モ ン ウ エ ル ス は 「神 と我 ら

の同胞 に奉仕す る,よ り良 き社会に向けての一 つの翼体的な貢献P
。なので

あ った。 スコ ッ ト ・ベ イダー ・カ ンパ ニーはけ っ して大 きな企業で はない。

1951年 にお け る社 員数 は161名 で あ り,総 売 上 高 が そ の8倍 に達 した1971年

にお いて も・ その 社 員数 は379名 にす ぎな か った。 また,そ の成功 は様 々の要

素が 偶然 に好 都合に結合 した結果 もた らされた とも言えよ う。 しか しなが らそ

れが存 在 し,成 功 し続 け て い る事 自体 が 意 義 深 いので あ駕。 スコ ッ ト・ベ イ

ダ ー・・コ モ ン ウ エ ル ス こ そ は,ク エ イ カ ー派 の 経 営 理 念 の結 晶 で あ り,そ れ が

存 在 す る か ぎ り,「 地 の 塩 」 で あ りつ づ け るで あ ろ う。
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